
漢方の臨床 64巻 5号 527-528頁（2017/5/25） 

1 

巻
頭
言 

 

漢
方
と
蘭
方 

茨
城
大
学
名
誉
教
授 

 

真
柳 

誠 

  

漢
方
が
江
戸
時
代
に
日
本
的
特
徴
を
形
成
し
た
こ
と
は
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
第
一
段
階
と
し
て
、

金
元
医
学
を
融
合
し
た
明
代
の
医
書
を
曲
直
瀬
道
三
や
玄
朔
ら
が
導
入
し
た
こ
と
も
、
最
近
は
認
知
さ
れ

て
き
た
。
そ
れ
ら
は
南
方
の
朱
丹
渓
派
に
よ
る
『
医
学
正
伝
』
『
医
学
入
門
』『
万
病
回
春
』
な
ど
で
、
み

な
江
戸
前
期
に
か
け
て
一
〇
回
前
後
～
数
一
〇
回
も
和
刻
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
南
方
・
丹
渓
流
」
と

い
う
要
素
の
消
化
か
ら
、
日
本
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
っ
た
。
ゆ
え
に
道
三
が
創
姓
し
た
曲
直
瀬
の
曲

直
は
東
方
、
瀬
は
流
派
、
字
の
一
渓
は
丹
渓
流
を
暗
喩
し
て
い
る
。 

 

お
な
じ
特
徴
が
朝
鮮
と
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
中
国
医
書
の
復
刻
、
両
国
医
学
を
体
系
づ
け
た
朝
鮮
の
許

浚
『
東
医
宝
鑑
』（
一
六
一
〇
）
と
ベ
ト
ナ
ム
の
黎
有
卓
『
医
宗
心
領
』
（
一
七
八
六
）
が
引
用
す
る
中
国

医
書
の
傾
向
に
み
え
る
。
両
書
以
後
は
中
国
と
こ
と
な
る
独
自
の
道
を
歩
ん
で
き
た
の
も
日
本
同
様
だ
っ

た
。
『
東
医
宝
鑑
』
の
東
医
は
中
国
に
対
す
る
東
方
を
い
い
、
『
医
宗
心
領
』
で
は
北
の
中
国
に
対
す
る
ベ

ト
ナ
ム
の
南
薬
を
随
処
で
強
調
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
中
国
を
絶
対
視
せ
ず
、
相
対
的
に
と
ら
え
て
い
る

か
ら
に
相
違
な
い
。 

 

と
こ
ろ
で
西
洋
列
強
に
よ
る
大
航
海
時
代
は
一
五
世
紀
中
葉
か
ら
一
七
世
紀
中
葉
ま
で
続
き
、
黎
有
卓

の
い
た
北
部
ベ
ト
ナ
ム
で
は
オ
ラ
ン
ダ
と
一
七
世
紀
末
ま
で
交
易
し
て
い
た
。
晩
年
の
道
三
が
キ
リ
ス
ト

教
に
入
信
し
た
ら
し
い
こ
と
は
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
伝
来
の
火
縄
銃
も
用
い
た
秀
吉
軍
の

朝
鮮
侵
略
の
と
き
、
許
浚
は
宣
宗
の
逃
避
行
に
御
医
と
し
て
随
行
し
た
。
彼
ら
の
認
識
レ
ベ
ル
や
良
否
の

判
断
は
と
も
あ
れ
、
中
国
と
異
質
の
文
化
や
科
学
技
術
の
存
在
を
認
知
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
そ

う
し
た
西
洋
と
の
接
触
が
あ
り
、
自
国
を
中
国
と
相
対
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。 

 

江
戸
中
後
期
に
な
る
と
『
傷
寒
論
』
医
学
が
大
流
行
し
て
第
二
の
日
本
化
が
進
行
す
る
が
、
同
類
の
自

国
化
は
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
に
な
い
。
古
方
派
が
抬
頭
し
た
背
景
に
、
蘭
学
＝
蘭
方
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知

に
属
す
る
。
山
脇
東
洋
の
『
蔵
志
』
や
華
岡
青
洲
の
漢
蘭
折
衷
が
当
時
の
医
界
に
お
よ
ぼ
し
た
イ
ン
パ
ク
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ト
は
巨
大
だ
っ
た
。
同
様
な
西
洋
医
学
の
導
入
は
近
代
以
前
の
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
に
み
え
ず
、
中
国
で
は

ホ
ブ
ソ
ン
の
『
西
医
略
論
』（
一
八
五
七
）
以
降
、
一
部
で
普
及
し
た
に
す
ぎ
な
い
。 

 

そ
う
し
た
歴
史
を
比
較
す
る
た
め
、
私
は
こ
こ
一
〇
年
ほ
ど
各
国
医
薬
書
の
著
述
年
表
を
編
纂
し
て
き

た
。
も
っ
と
も
手
こ
ず
っ
た
の
が
圧
倒
的
に
現
存
数
の
多
い
日
本
の
年
表
で
、
現
在
も
ウ
ェ
ブ
上
で
増
訂

を
く
り
返
し
て
い
る
。
最
近
や
っ
と
完
成
に
近
づ
き
、
全
貌
を
概
観
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
た
。
い
ち
ど

「
日
本
の
医
薬
・
博
物
著
述
年
表
」
で
ウ
ェ
ブ
検
索
し
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。 

 

年
表
化
で
第
一
に
わ
か
る
の
は
著
述
分
野
と
数
量
の
年
代
変
化
で
あ
る
。
文
献
は
時
と
と
も
に
散
佚
す

る
の
で
、
近
い
時
代
の
著
述
ほ
ど
現
存
率
が
高
く
、
グ
ラ
フ
化
す
る
と
当
然
右
肩
あ
が
り
に
な
る
。
こ
れ

は
各
国
と
も
同
様
だ
っ
た
。
た
だ
し
日
本
の
右
肩
あ
が
り
は
極
端
で
、
一
九
世
紀
か
ら
加
速
度
的
に
増
加

し
て
幕
末
に
至
る
。
こ
の
六
八
年
だ
け
で
六
六
五
九
種
（
う
ち
刊
本
は
一
四
〇
四
種
）
も
の
書
が
著
述
さ

れ
、
そ
れ
が
八
～
一
八
世
紀
の
総
数
以
上
だ
っ
た
の
は
驚
く
し
か
な
い
。
江
戸
中
後
期
の
人
口
は
三
千
万

前
後
で
一
定
し
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
江
戸
後
期
か
く
も
大
量
に
著
述
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

一
九
世
紀
か
ら
激
増
し
た
の
は
蘭
学
・
本
草
・
博
物
の
三
分
野
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
臨
床
目
的
よ
り
学

問
的
性
格
が
強
い
。
こ
の
時
期
、
多
数
の
著
述
を
な
し
た
の
は
朝
廷
医
・
幕
医
の
み
な
ら
ず
、
各
地
の
藩

医
お
よ
び
京
坂
・
江
戸
の
高
名
な
町
医
だ
っ
た
。
彼
ら
は
多
く
の
門
人
を
育
成
し
た
の
で
、
門
人
に
よ
る

大
量
の
写
本
が
現
存
し
た
と
も
い
え
る
。
つ
ま
り
医
術
が
学
問
化
し
、
全
国
に
普
及
し
た
結
果
、
多
数
の

書
が
著
述
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
背
景
に
は
識
字
率
の
向
上
、
商
品
経
済
の
発
達
と
文
献
の
普
及
、
豪
農
・

町
民
・
武
士
の
二
男
三
男
か
ら
医
師
・
本
草
博
物
学
者
へ
の
流
入
、
な
ど
が
関
与
し
て
い
た
だ
ろ
う
。 

 

漢
蘭
折
衷
書
も
急
増
し
て
お
り
、
そ
れ
は
石
坂
宗
哲
『
内
景
備
覧
』（
一
八
四
〇
刊
）
な
ど
の
解
剖
書
に

と
ど
ま
ら
ず
、
医
方
書
・
本
草
書
に
も
お
よ
ぶ
。
蘭
方
で
あ
ろ
う
と
漢
薬
を
配
剤
し
、
当
時
の
入
門
者
は

漢
方
と
蘭
方
の
双
方
に
師
事
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
ま
っ
た
く
現
代
の
日
本
と
お
な
じ
だ
が
、
韓
国

と
ベ
ト
ナ
ム
は
現
在
も
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
か
つ
て
大
塚
恭
男
先
生
が
「
蘭
学
を
し
ら
な
い
と
日
本
の

医
学
史
は
わ
か
ら
な
い
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
り
、
い
さ
さ
か
納
得
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
は
納
得
で
き

る
。
こ
の
三
月
に
二
松
学
舎
大
で
開
催
さ
れ
た
漢
蘭
折
衷
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
本
誌
に
連
載
の
「
江
戸

の
漢
方
に
み
る
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
影
響
」
は
ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た
も
の
、
と
私
は
実
感
し
て
い
る
。 

（
医
博
・
文
博
：
〒2

2
7

-0
0

3
3

横
浜
市
青
葉
区
鴨
志
田
町5

1
8

-1
4

） 


